
- 28 - 
 

 

 

小学校 第４学年 算数 ３（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題の趣旨】 

 〇 数量の関係を式に表すことができる。 

【問題の内容】 

 〇 ある数量の関係を言葉の式で正しく表したものを選ぶ。 

解答類型 アと解答 イと解答 
正答 

ウと解答 
エと解答 

その他の

解答 
無回答 

解答率 13.7％ 19.9％ 27.5％ 36.9％ 0.1％ 1.9％ 

〇 この問題では、問題文の意味を正しく理解し、数量の関係を正しく式に表すことが大切であ 

る。正答率は、27.5％であり、除法の意味理解や式の読み方について課題があると思われる。 

〇 36.9％の児童が、「エ」と解答している。これは、初めて問題文に出てきた数量が「あめ全部

の数」だったため、その言葉が式の初めにある「エ」を選択したと考えられる。 

また、問題文の「分けたら」という言葉から、わり算の式を用いて数量の関係を表せると考え、

（あめ全部の数）÷（人数）＝（１人分のあめの数）と、とらえてしまった誤りだと考えられる。 

〇 指導にあたっては、問題文の意味を理解するため、数量の関係を図や式を用いて簡潔に表した

り、友達に説明したりする活動を取り入れることが大切である。そうすることで、数学的な見

方・考え方を働かせながら、図と式を関連付けて数量の関係を理解することができる。 

また、事柄や関係を読み取ったり、より正確に考察したりする活動も必要である。そうするこ

とで、より具体的な問題場面を想起し、数量の関係を正確に把握したりすることができる。 

      

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル７－Ａ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 

（４）あめが２８こあります。１人に４こずつ分けたら、７人に分けられました。 

  この３つの数の関係
かんけい

を、あめ全部の数、１人分のあめの数、人数 を使って、 

  言葉の式で表したものを、次の○アから○エの中から１つえらびましょう。 

 

  ○ア 人数 ÷ １人分のあめの数 ＝ あめ全部の数 

  ○イ 人数 ÷ あめ全部の数 ＝ １人分のあめの数 

  ○ウ １人分のあめの数 × 人数 ＝ あめ全部の数 

  ○エ あめ全部の数 × 人数 ＝ １人分のあめの数 

（３）算数・数学 
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<学習活動①> 式に表す学習活動 

〇 「12 個のあめを 3 人に同じ数ずつ分ける」場面の様々な表現を関連付ける活動を通して、
式のよさを味わう。 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
<学習活動②> 式を読み取る学習活動 

〇 15÷3 の式から「みかんが 15 個あります。1 人に 3 個ずつ分けると何人に分けられます
か。」というような問題場面を見いだす活動を通して、式と具体的な問題場面を関連付けるこ
とができるようにする。 

 
 
【「授業スタンダード」の視点：子どもたちが働かせた「見方・考え方」を見逃すことなく注意深

く見取り、称賛したり広めたりして、「深い学び」を実現する】 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

数量の関係に着目して、数量の関係を図や式を用いて簡潔に表したり，式と図を

関連付けて式を読んだりして、それらを生かすことができるようにする指導 

除法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりすること。 

 【学習指導要領 第３学年 A 数と計算 A（４）ア（イ）除法】 

式って簡潔だね！ 
式に表すって面白いね！ 

１つの式から、異なる具体的な問題場面をイ

メージできて素晴らしい！ だったら、21÷７でも同じように考えられるかな？ 

【出典】 

「活用力育成シート」 

令和元年度 第１回 小学４年 

どんな表し方があるかな？ 

操作しながら説明してみ
ましょう。 

言葉の式に表すと、（全部のあめの数）÷
（人数）＝（１人あたりのあめの数）です。

テープ図に表すとこれでいいのかな？ 
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小学校 第５学年 算数 ３（５） 
 
 
 
   

３（５）ゆうたさんは水泳
すいえい

の練習をしています。 

      月曜日にクロールで泳いだきょりの記録は２０ｍ、木曜日の記 

録は３０ｍでした。月曜日の記録をもとにすると、木曜日の記録 

は何倍ですか。答えを書きましょう。       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

解答類型 正答 1.5 (倍) または 
 3 
2
 (倍) と解答 

その他の 

解答 
無解答 

解答率 43.8％ 53.0％ 3.3％ 

 

〇 この問題の正答率は43.8％であり、53.0％の児童が誤った解答をしている。倍を表す場合の

立式に課題が見られる。 

〇 誤答には、10（倍）、１（倍）、0.5（倍）が見られた。ここから「30－20＝10」と差で求

めたり、「20÷30＝0.5」ともとにする量を割ってしまったりしていることが考えられる。 

〇 第 4学年では、ある量の何倍かを表すのに小数を用いてもよいことを指導し、「基準量を１

としたときに幾つに当たるか」という拡張した「倍」の意味について理解できるようにする。

また「簡単な場合についての割合」についても学習する。その際に、差による比べ方と対比す

ることで、基準とする数量を１とみると他方の数量がどれだけ当たるのかという割合を用いた

比べ方の特徴に気付かせたい。 

実際の授業では「もとにする大きさ」、「１とみる」、「くらべられる大きさ」といった割

合に関する言葉と、これまでの学習で使用してきた具体物、図、式、表やグラフなどを活用し

たり関連付けたりして、問題を解決して結果を確かめたり、発展的に考察する活動を位置付け

たりするなど、繰り返し丁寧に指導することを大切にしたい。 

 

【問題の趣旨】 

○ 倍を表す数が小数のとき、何倍かを求めることができる。 

 

【問題の内容】 

○ 小数を用いて、何倍かを表す。 

○ 調 査 問 題 
問題の学力のレベル 

レベル７－C 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 
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  （１） 
 
 
 
 
 
  

 

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 
 

商の意味を考える活動を通して、小数を用いて倍を表す場合があることを理解 

できるようにする指導 

  
 

長さはわからないけど４倍くらいかな。 

長いテープの長さ（２ｍ）は短いテープ（50ｃｍ）の長さの何倍でしょう。※数値示さず 

実際にテープを使っていくつ分（倍）あるか調べたい。
は、A 小学校よりも多いよ。 

本当にそうかな？ 

長さを測ると長いテープの長さは２ｍ、短いテープの長さは 50 ㎝だったよ。２ｍは
200 ㎝だから計算すると 200÷50＝４で 4 倍になったよ。計算でも求められるね。 

上の図のように「基準量（もとにする量）を１としたときに、いくつにあたるかが
倍の考え方ですね。」この場合は、２つ分と半分と考えられましたね。ある量の何
倍かを表すのに小数を用いてもよいですね。 

 

 

 これまでの学習で使用してきた具体物、図、式、表やグラフなどを活用して問題を

解決し、結果を確かめ、発展的に考察する活動を位置付けることが大切です。 

 

【出典】「定着確認シート」  

平成２９年度 第２回 小学４年 

【「授業スタンダード」の視点：子どもたちの考えを基に話し合いをコーディネートし、ねらいに迫る】 

算数の学習場面から算数の問題を見いだして解決し、結果を確かめたり、発展的に考察し

たりする活動              【学習指導要領 第４学年 数学的活動（１）イ】 

今度のテープの長さ（125ｃｍ）は、短いテープの長さの何倍といえるでしょう。 

２倍とちょっとといえそう。実際に調べてみたい。 

長さは 125ｃｍだったよ。計算でも調べてみると 125÷50＝2.5 だから 2.5 倍といえるね。 

調べてみたら、二つ分と半分、だから２倍と半
分だね。 
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小学校 第６学年 算数 ４（１） 
 
 
 
  ４  

  （１）次の直角三角形の面積を求めましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

解答類型 
正答 

120（cm２）と解答 

その他の 

解答 
無解答 

解答率 46.5％ 49.4％ 4.1％ 

 

〇 この問題の正答率は 46.5％あった。底辺をどこにとるかで高さが決まること、既習の図形

の面積の求め方に帰着して、正しく公式を選択し計算で求めることに課題がある。 

〇 誤答の原因として、「26×10÷2」のように底辺と高さの関係を正しく理解できていないこ

とが考えられる。また、「24×10」、「26×24×10」のように公式を正しく適用できていなこ

とも考えられる。授業の中で、必要な情報を自ら選び出し面積を求める経験が少ないことや、

三角形の面積を求める公式の意味が十分に理解できていないと考えられる。 

〇 指導に当たっては、多様な数学的活動の場面を設定し、求積のためにどの部分の長さが必要

か考える場面を設けたり、導き出した公式についてどこの長さに着目すると面積を求めること

ができるのか、振り返って考えさせる場面を設定したりする活動を通して、求積の理解を深め

られるようにしたい。 

  

【問題の趣旨】 

 〇 三角形の面積の求め方について理解している。 

【問題の内容】 

 〇 三角形の面積を求める。 

○ 調 査 問 題 

問題の学力のレベル 

レベル８－Ｃ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 
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○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

Ｒ３ 全国学力・学習状況調査 

報告書 

三角形の面積を求める際に必要となる底辺と高さを、与えられた図形の中から選び出せる 

ようにするための指導 

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

【「授業スタンダード」の視点：「見方・考え方」を共有し、既習の内容と関連付けることで深い学びを実現する。】 

必要な情報を選び出し、面積を求める活動 

【出典】 
「活用力育成シート」 

 令和元年度 第３回 小学５年 

 図形を構成する要素などに着目して、基本図形の面積の求め方を見いだすとともに、その

表現を振り返り、簡潔かつ的確な表現に高め、公式として導くこと。 

【学習指導要領 第５学年 Ｂ図形 Ｂ（３）イ（ア）】 

三角形の面積を求めるには、底辺と高
さが必要だけど、どれかな？ 

直角三角形は長方形の半分になってい
るね。たてと横にあたる４cm と３cm
で長方形の面積を求めて、半分にすれ
ば求められるね。 

長方形を思い出してみようよ。たての
長さと横の長さで考えてみるといい
ね。 

面積を求めるには、
どうしたらいいか
な? 

平行四辺形や台形でも同じように考え
れば求められるね。 

今度は図形の向きが変わったけ
ど、どこの長さを底辺と高さに
すればいいのだろう？ 

底辺と高さはどんな関係だっ
たかな？ 

図形の１つの辺が底辺で、底辺とそれに平行な辺の間の
垂直な線が高さです。だから、垂直の関係にあるのは、
４cm と３cm の辺が底辺と高さになります。 

平行四辺形も同じように考えると、底辺が6㎝、高さが4㎝で６×４で求められるね。 

底辺をどこにするかによって高さも変わります。このように、図形のどこの長
さに着目すると面積を求めることができるのかを考えさせることが大切です。
必要な情報を選び出したり、不足している場合はほかにどこの長さが必要かを
考えたりして面積を求めることができるようにすることが大切です。 
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中学校 第１学年 数学 ４（４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答類型 
正答 

60(%)と解答 
12(%)と解答 20(%)と解答 75(%)と解答 その他の解答 無解答 

解答率 57.0％ 5.8％ 3.5％ 1.3％ 24.2％ 8.2％ 

 

○ 「12％」と解答した生徒が 5.8％であった。これは、「60g 以上の卵の割合」ということに

ついて、「60g 以上」は捉えることができたが、「卵の割合」を「卵の個数」と誤って捉えて

いると考えられる。また、その他の解答の中には、「15%」と解答した生徒が7.5％であった。

これは、「55g 以上 60g 未満の個数」を含めて「60g 以上の卵の個数」を求めてしまった誤り

と考えられる。 

○ 量的データの分布の様子や特徴を捉えるために、統計的な処理の方法としての度数分布表に

まとめたり読み取ったりする活動を通して、数量を階級に分け、各階級に入る度数を対応させ

た表であることを理解させ、分布の様子を数量的に捉えやすくなることを実感させる必要があ

る。 

○ 無解答の生徒が 8.2％であったことから、割合を求めることをあきらめている生徒が下位層

に存在することが考えられる。改めて、基準量と比較量をこれらの図や式に適切に表すこと、

また、図や式から数量の関係を整理して捉えた上で、基準量と比較量を適切に選択し、割合を

求められるようにすることが必要である。 

 
 

 

４（４）次の表は、20 個の卵の重さを

5g ずつに区切って、その個数を

整理したものです。60g 以上の

卵の割合は全体の何％か求めな

さい。 

【問題の趣旨】 

○ 度数分布表から特定の範囲以上の割合を求めることができる。 

【問題の内容】 

○ 度数分布表からある範囲の割合を求める。 

○ 調 査 問 題 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

○ 誤 答 分 析 

問題の学力のレベル 

レベル８－C 
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○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

度数分布表からデータのいろいろな特徴を読み取るための指導 

 

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

集められたデータについて、言葉や数値などの情報の要点を端的に把握するた

めにも、またグラフなどに表すためにも表に整理し、特徴や傾向を把握すること

は大切です。 

【「授業スタンダード」の視点：子どもたちの考えを基に話合いをコーディネートし、ねらいに迫る】 

度数分布を表す表やグラフの特徴及びそれらの用い方を理解すること。 

【学習指導要領 第６学年 Ｄデータの活用 Ｄ（１）ア（イ）】 

最も度数が多い階級は？ 
65g 以上 70ｇ未満です。 

なぜそう思ったの？ 
度数が 6 個で、最も多い

からです。 
なるほど。その度数の

割合は、全体の度数の

合計の何%かな？ 全体の度数の合計は、20 個

だから…、6÷20 で…、0.3

です。 

本当に 6÷20 でいいの？ 

6÷20 で大丈夫。でも、何%と聞いているから、0.3 はちがう。30%だよ。 

そうだね。0.3 は 30％に言いかえられるね。 

もし 65g 以上の卵の割合だったら、全体の何％

になるのかな？ 

そうか！0.3 は 30%だった！ 

65g 以上は、全部で 8個あるか

ら…。8÷20＝0.4 で、40%！ 

40％って、全体の半分より多いということ？ 

少ないということ？ 
半分よりは少ないです。 

なぜなら、半分は 50％だから。 

それでは、何 g 以上だったら、

全体の半分より多いといえる？ 
50g 以上…。60g 以上でも多いといえるかも…。 

60g 以上でもいえるよ。60g 以上の卵の割合は、全体の 60％になるから。 

【出典】 
「活用力育成シート」 

令和元年度 第３回 

小学６年 
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中学校 第２学年 数学 ３（４） 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解答類型 
正答 

イ、カと解答 

イのみ 

解答 

カのみ 

解答 
イに加えカ

以外を解答 

カに加えイ

以外を解答 

その他の

解答 
無解答 

解答率 

 

45.0％ 

 

 

10.1％ 

 

4.4％ 

 

4.9％ 

 

4.6％ 

 

30.2％ 0.7％ 

 
〇 「イ、カ」と解答して正答した割合は 45.0％であり、空間における直線や平面の位置関係

の理解に課題がある。 

○ 「イ」または「カ」のいずれかを選択しての誤答の割合が合計で 24.0％であるのに対し

て、その他の誤答が 30.2％であった。垂直な関係を見いだして「ア、ウ」を選択した誤答が

考えられるが、「イ、カ」の他に平行ではない面（エやオのように辺ＡＤを含む面）を選択し

た誤答も多いと考えられる。 

〇 直線や平面の位置関係についての指導に当たっては、観察や操作、実験などの活動を通し

て、直線や平面の位置関係の捉え方が生かされるような具体的な場面を取り入れることが大切

である。実際に立体を作って観察したり、それを用いて説明したりする活動を通して、直線や

平面の位置関係を理解できるような機会を設けることに配慮する。 

 

 

【問題の趣旨】 

 ○ 立体における平行な面について理解している。 

 

【問題の内容】 

 ○ 立体において、ある辺と平行な面をすべて選ぶ。 

○ 調 査 問 題 

○ 誤 答 分 析 

問題の学力のレベル 

レベル 9－Ａ 

○ 調 査 問 題 の 趣 旨 ・ 内 容 

（４）次の図のような立方体があります。辺 AD と平行な面はどれです

か。下のアからカの中からすべて選びなさい。 

３ 

ア 面 AEFB 
イ 面 BFGC 
ウ 面 CGHD 
エ 面 DHEA 
オ 面 ABCD 
カ 面 EFGH 
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１ 直線や平面の位置関係を体系的に捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 立体模型に触れたり、コンピュータを利用したりするなどして、様々な角度や視点から観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指 導 上 の ポ イ ン ト 

立体の考察を通して空間における直線や平面の位置関係を理解できるようにする指導 

  

○活用力育成シート、定着確認シート等の活用 

直線や平面の位置関係をまずは「交わる」「交わらない」で分けてみましょう。 

【「授業スタンダード」の視点：計画・方向付け・見通しをもたせ、目的意識をもった粘り強い取組を促す。】 

空間における直線や平面の位置関係を知ること。 

【学習指導要領 第 1 学年 Ｂ図形 Ｂ（２）ア（ア）】 

 交わる 交わらない 

直線ℓと直線 m 交わる（交点） 平行 ねじれの位置 

直線ℓと平面Ｐ 交わる（交点） 含む 平行 

平面Ｐと平面Ｑ 交わる（交線） 平行 

見取り図を見て考えるだけでな
く、辺だけで立体を組み立てるこ
とによって、模型の内部からの視
点で立体の辺や面の関係を探って
みましょう。 

 面に紙を当てる
と、直線と平面の
位置関係がはっき
りとわかるね。 

デジタルコンテンツやソフト（アプ
リ）を活用して、立体を動かしたり回転
させたりしながら様々な角度から立体を
見ることで、立体の辺や面の関係を観察
しましょう。 

【出典】 

「定着確認シート」  

 平成２２年度 第５回 中学１年 

【出典】 

「定着確認シート」  

 平成２４年度 第６回 中学１年 

【その他】 
「定着確認シート」  

 平成２５年度 第５回 中学１年 

 平成２７年度 第５回 中学１年 

 平成２８年度 第５回 中学１年 

 平成２９年度 第５回 中学１年 


